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 私たちの賃金は、集配や郵便など何処で働いても、正規、非正規でも都道府県ごとに最

低賃金（時給）が決められています。それ以下の賃金で雇われることは許されません。これ

を最低賃金と言い「さいちん」と呼ばれています。最低賃金は私たちの賃金に大きく影響す

るだけに、最低賃金引き上げのたたかいはとっても重要なたたかいです。 

 

今年の春闘で、会社は時給引き上げにゼロ回答でした。しかし、毎年７月頃に行われる最

賃審議会で引き上げの答申を出させれば時給は引き上げられます。そのための行動として、

今年も 6月末日まで最低賃金引き上げの署名を行っています。ご協力をお願いします。 

 

時給制契約社員の基本賃金は、下記の通り、

基本給と加算給の合計額です。基本給は都道

府県の最低賃金（10円単位は繰り上げ）と付

加額（20 円）と加算額（130 円、内務は適用

外）の合計です。したがって、最低賃金が上

がれば時給に連動します。 

 東京では、昨年１０月に最低賃金が１９円

引き上げられ 888円となりました。郵政では、

端数を１０円単位に切り上げますから２０円

アップし、８７０円から８９０円となりまし

た。 

時給制社員の基本賃金は 

基本給と加算給の合計額です 
＊基本給は 

東京の最賃８８８円  ８９０円 

         ＋ 

付加額２０円 

         ＋ 

加算額１３０円（内務は適用

外） 

合計９１０円（外務１０４０円）が基本給で

す。これに加算給（基礎評価給、資格給）が

加わります。です。 

日本の最低賃金は、毎年７月頃に中央最低

賃金審議会が都道府県に目安を示し、これ

にもとづき各地方審議会が都道府県ごとに

最低賃金を決める地域別最低賃金となって

います。 

東京では、過去 5 年間で時給 60 円のアッ

プでした。一日 8時間、月 20日働いた場合、

月 9600円のアップとなっています。 

これでも、年収 200万円以下で「健康で文

化的な生活」は見えて来ません。また、最

高額の東京と最低額の７県では２１１円も

の格差があり、人口流出を拡大しています。 

東京の最低賃金の推移 （ ）内は郵

政 

2010年 30円引き上げ 821円（830円） 

2011年 16円引き上げ 837円（840円） 

2012年 13円引き上げ 850円 (850円) 

2013年 19円引き上げ 869円（870円） 

2014年 19円引き上げ 888円（890円） 

2015年・・・？ 
 


